
三重県 デジタル社会推進局
デジタル事業推進課
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Mission みんなの想いを実現する「あったかいDX」

１．三重県のめざす姿
～三重県デジタル社会推進局のミッション～
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・コロナに伴って発生した新たな地域課題、社会課題の克服、新たな日常の実現に向けて、
革新的なビジネスモデル等のアイデアを募集

・「クリエイティブ＋三重＝クリ“ミエ”イティブ」実証サポート事業として、実証実験・社会実装を
サポートすることで、全国に先駆けて、感染防止対策や新しい生活様式のモデル構築をめざす

（具体例）

・遠隔操作ロボットを活用した新たな観光モデルの創出

・ドローン等を活用した遠隔地への完全自動物流実現

・飲食店等のあらゆる空き・混雑状況を把握することに

より、三密を回避し、安全安心に外出できるサービスの

展開 等

事業概要

２．事業概要

【R２】 応募 60件 ■採択 12者
（第1期 21件、第2期 39件）

【R３】 応募 86件 ■採択 13者
採択事業者と実証実験・社会実装に向けて県
庁各課と伴走支援を実施
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三重県の強みである分野及び注力して取り組むべき分野として、６つの募集テーマを

設定して事業者を募集。

テーマ１ 次世代モビリティ

テーマ２ 脱炭素

テーマ３ 防災

テーマ４ ヘルステック

テーマ５ 一次産業

テーマ６ 観光

３．令和３年度募集テーマ
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４．サポート内容

①コーディネーターによるハンズオン支援

②専門家からのメンタリング機会の提供

③認知度向上に向けた情報発信支援

④協力者や顧客等のマッチング支援

⑤コミュニティ形成支援

⑥実証実験・社会実装に係る資金調達支援

採択事業者毎に、サポート、コーディ
ネーターをつけ、個別メンタリング（隔
週）を実施します。採択事業毎の課題や
ニーズを把握し、実証実験・社会実装に
向けた個別相談に応じます。

個別メンタリングで得た情報を基に、採
択事業者の状況に応じた専門家とのメン
タリングの機会を提供し、事業を進める
中で想定される課題・リスクの助言、他
地域で実施した先行事例から導出される
知見の提供、現状の課題を克服する為の、
人・情報・機会の紹介をします。

Webサイトにて、事業内容の紹介を行い
ます。また、WEBページの掲載だけでな
く、プレスリリースやSNS等を活用し、
情報拡散の為のマーケティング活動も実
施し、各事業の認知度向上に努めます。

実証実験や社会実装に向けて必要となる
協力者や実証フィールド（例えば、県内
事業者・遊休施設等）のマッチングや、
ファーストカスタマーのマッチングに努
めます。

Facebookグループを活用して、採択事
業者同士や県内の協力者等のコミュニ
ケーション促進を図ります。
また、事業終了時には、全採択事業者が
参加する成果報告会を開催予定です。

①開発支援補助金
製品等を改良する等の経費について補助
※令和２年度は１件あたり上限300万円
②社会実装支援補助金
実証試験に係る経費、社会実装に向けた
広告費等を支援
※令和２年度は１件あたり上限600万円

（補助率はいずれも１／２）
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５．補助金
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開発支援金 実証実験・社会実装支援金項目

内容
クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業において、実証
実験を行うための製品を開発・改良する経費等に対

して、本要領に基づき支給される補助金。

クリ“ミエ”イティブ実証サポート事業において、実証
実験・社会実装に要する経費等に対して、本要領に

基づき支給される補助金。

補助率 対象経費合計の 2 分の 1 以内の額

1件あたり 300万円 １件あたり 600万円

提出書類

【交付申請時】
(1)交付申請書（第１号様式）
(2)事業計画書（第２号様式）
(3) 決算書（直近 2 期分）又は確定申告書（直近 2 期分）
(4) 法人登記簿謄本（3 ヵ月以内に取得したもの）
(5) 県税もしくは市町税の納税証明書（直近１期分）

(6) 暴力団排除に関する誓約書（第3号様式）
(7) 前各号に掲げるもののほか、知事が必要と認め書類（人件費の詳細がわかる書類等）

【事業終了時】※事業完了後30日以内に提出
(1)補助事業実績報告書（第11号様式）
(2) 前各号に掲げるもののほか、知事が必要と認め書類

補助額（上限）

事業者選定審査委員会で承認を受けてから45日以内 実現可能性調査後の通知を受けてから45日以内交付時期

【補助金に関する概要】
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令和3年度 第1期採択事業者のご紹介

令和3年度第1期は、合計58件の応募があり、その中から９社の事業者様を採択
し、実証実験・社会実装のサポートを開始しています。
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令和3年度 第2期採択事業者のご紹介

令和3年度第2期は、合計28件の応募があり、その中から4社の事業者様を採択
し、実証実験・社会実装のサポートを開始しています。

株式会社寿美家和久

三重県発のデリバリープラットフォームの構
築とAI機能を使った需給予測システムの実証
実験の検証

株式会社hakken

UNDR12による地産地"乾"やさいの生産と、
エネルギー循環システムの開発検証

株式会社FullDepth RIZAP株式会社

水中モビリティの新たなユースケース開発

「結果にコミットする」フレイル予防最新の
ヘルスケアテクノロジーを活用した、人にや
さしい健康寿命延伸サービスの構築と検証
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参考：昨年度の採択事業者

６０社の応募があり、うち１２事業者を採択。１０事業者が実証事業を行いました。


